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こ
の
恋
愛
事
件
が
象
徴
す
る
よ
う
な
、
遠

藤
周
作
が
体
験
し
た
〈
ど
う
に
も
な
ら
な
い

西
洋
と
の
隔
た
り
〉
こ
そ
が
、
今
回
の
企
画

展
「
遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ス
」
の
底
に
秘
め

ら
れ
た
テ
ー
マ
だ
ろ
う
。
遠
藤
文
学
の
原
点

を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
展
示
と
な
っ
て
い

る
。

　

遠
藤
周
作
文
学
館
で
は
２
年
ご
と
に
新
し

い
テ
ー
マ
に
よ
る
展
示
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
回
の
「
遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ス
」
で
は
特

に
展
示
室
Ⅱ
で
長
崎
の
教
会
群
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。『
女
の
一
生
』
に
も
描
か
れ
た
大

浦
天
主
堂
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
の
多
く
の

教
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
の
設
計
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
、
遠
藤

文
学
と
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
長
崎
の
つ
な
が

り
が
し
の
ば
れ
る
。

 

（
写
真
／
宮
辺　

尚
・
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子
）

心
的
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
留
学
時
代
に
焦
点
を
当
て
た
今
回
の

企
画
展
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は

り
昨
年
発
見
さ
れ
た
遠
藤
宛
の
百
通
を
超
え

る
書
簡
。
母
親
・
遠
藤
郁
か
ら
の
、「
毎
朝

ミ
サ
で
一
生
懸
命
周
の
成
功
を
祈
つ
て
ゐ
ま

す
（
略
）
周
ち
や
ん
が
帰
る
ま
で
に
周
作
を

有
名
に
し
て
お
き
ま
す
か
ら
」
と
い
う
手
紙

や
、
不
仲
と
さ
れ
た
父
親
・
常
久
か
ら
の
病

気
を
案
じ
る
手
紙
、
さ
ら
に
は
兄
・
正
介
か

ら
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
激
励
の
手
紙
な
ど
、

家
族
の
愛
情
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
遠

藤
の
留
学
生
活
が
し
の
ば
れ
る
。

　

ま
た
一
方
で
、
リ
ヨ
ン
や
パ
リ
で
の
フ
ラ

ン
ス
人
大
学
生
と
の
交
友
に
つ
い
て
も
そ
の

　

新
企
画
展
の
開
会
式
は
、
田
上
富
久
・
長

崎
市
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
つ
い
で
遠
藤
順

子
夫
人
が
資
料
寄
託
者
と
し
て
登
壇
、
市
長

の
言
葉
を
受
け
て
「
長
崎
か
ら
い
た
だ
い
た

遠
藤
周
作
文
学
館

新
企
画
展
「
遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ス
」
開
催

２
０
０
８
年
５
月
18
日
か
ら
、
遠
藤
周
作
文
学
館
（
長
崎
市
東
出
津
町
）
で
新
し
い
企
画

展
「
遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ス
」
が
始
ま
っ
た
。
今
年
で
開
館
９
年
目
を
迎
え
る
同
文
学
館

で
は
、
５
回
目
と
な
る
企
画
展
の
テ
ー
マ
を
〈
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
〉
と
し
、
新
発
見
の

資
料
な
ど
を
展
示
し
て
遠
藤
文
学
の
原
点
に
迫
る
。
会
期
は
２
年
。

そ
の
ご
縁
に
、主
人
も
感
謝
し
て
い
る
は
ず
」

と
話
し
た
。
そ
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

第
５
回
企
画
展
の
記
念
対
談
が
文
学
館
内
の

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
仏
文
学
者
で
慶
應
義

塾
大
学
名
誉
教
授
の
高
山
鉄
男
氏
と
、
作
家

で
三
田
文
学
編
集
長
の
加
藤
宗
哉
氏
に
よ
る

対
談
で
は
、
遠
藤
文
学
に
と
っ
て
の
フ
ラ
ン

ス
留
学
の
意
味
が
語
ら
れ
、
留
学
時
の
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
報
告
さ
れ
た
。

　

遠
藤
周
作
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
は
、

１
９
５
０
年
夏
（
27
歳
）
か
ら
、
病
気
で
帰

国
す
る
１
９
５
３
年
１
月
（
29
歳
）
ま
で
の

約
２
年
半
だ
っ
た
。
西
洋
の
思
想
・
文
化
に

触
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
文
学
を
学
ぶ
留
学
生
活

で
得
ら
れ
た
も
の
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
西
洋

と
の
隔
た
り
で
あ
り
、
以
来
、「
日
本
人
に

と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
」
が
遠
藤
文
学
の
中

詳
細
が
紹
介
さ
れ
、
遠
藤
が
留
学
最
後
の
三

日
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学

哲
学
科
の
フ
ラ
ン
ス
人
女
子
学
生
フ
ラ
ン
ソ

ワ
ー
ズ
・
パ
ス
ト
ゥ
ル
と
の
、
悲
し
い
結
末

に
終
わ
る
交
際
の
一
端
も
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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◆主な記事◆
遠
藤
周
作
文
学
館 

新
企
画
展 

（
１
面
）

遠
藤
文
学･

原
点
の
旅 

報
告 

（
２
面
）

原
稿
再
録
『
深
い
河
』 

（
４
面
）

遠
藤
周
作
映
像
集 

（
６
面
）

特
別
寄
稿「
我
が
師 

遠
藤
周
作
」 

（
10
面
）

フランスの遠藤周作を語る高山先生（左）と加藤氏

テープカット・中央が長崎市長

新企画展を見る会員たち




